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図１．データベースの素材一覧ページ 
 
○研究の背景と目的 

質感認知とは表面形状・熱伝導率・硬度・水分量な

どの物理量と粗い－滑らか，熱い－冷たい，硬い－

柔らかい，濡れた－乾いたなどの知覚特性が対応づ

けられて成立します．さらに近年，質感の物理情報

は快・不快などの高次感性知覚にも影響し，人の価

値判断や意思決定に繋がるとも知られています．西

洋では物理量に対応する単一の知覚特性(粗い－滑

らかなど)を中心に研究がされてきました．一方，日

本では日常的にオノマトペなどの音象徴語を使用す

ることにより，質感知覚を統合的に表現しています．

例えば，「さらさら」とは乾いて滑らか，かつ快の質

感特性を統合的に表します．坂本・渡邊は，音象徴

性が触覚の材質感表現においても観察されることを

示してきました．特に坂本研は，質感とオノマトペ

音韻の結びつきを工学的に応用し，任意のオノマト

ペで表される多次元質感印象を推定するシステムを

構築してきました．しかし，これまでの成果では，

オノマトペから抽出される質感次元と物理次元や知

覚次元との関係性は明らかにされていませんでした．

そこで本計画研究課題では，物理量－知覚特性－言

語表現の関係を解明し，得られた情報をデータベー

ス化することを目的とします．海外でも画像データ

ベースに関する研究が行われていますが，本研究の

ように質感情報が充実した画像データベースは，建

築・デザインの分野で好んで活用され，さらに学術

的な研究においても相互に活用しあえるなど，様々

な利用方法が考えられます．本研究は，坂本班の主

課題である「質感情報」に着目し，実素材の物理量

と知覚特性，言語表現がインタラクティブに結びつ

いたデータベース構築を目標としています． 
また，身の回りに溢れている“質感”を表す言葉「オ

ノマトペ」が，社会の中でどのように使われているの

かをさまざまな素材の専門家の方たちに伺い，木，紙，

布などの質感オノマトペマップを作成する「質感オノ

マトペマッププロジェクト」も進めております． 
さらに，画像の印象のオノマトペ表現と，画像を

見た時に感じる質感の関係を調査しています．また，

その結果を基に，日本語を母語としない被験者を対

象とした実験を行い，ブーバキキ効果に見られるよ

うな言語に依存しない普遍性が質感の音象徴にも存

在するかを調査しています． 
 

○これまでに得られた成果 

実験実施とデータベース構築を推進するために，実

素材サンプルと画像データセットの収集を行いまし

た．具体的には，実験用和室に用いられている素材

サンプル(畳など 11 種類)，木 10 種類，紙 10 種類，

布 10 種類を確保することができました．収集した実

素材を対象として，物理量(表面形状など)と，知覚特

性(SD 法)，言語表現(オノマトペ)を触覚，聴覚実験

により調べました．物理量は梶本班と連携し表面形状

を中心に行い，3D 形状測定器(KEYENCE/VR-3000)を
用いて記録・分析しました．心理物理実験において，

紙，木，布各 8 種類に対して SD 法とオノマトペ回

答による触覚・聴覚実験を行いました．得られた実

験データはデータベースに実装し，音韻カテゴリに

より素材検索が可能になる質感データベースの初案

を構築しました．例えば，図 2 は「つるつる，さら

さら」と回答した素材の表面，図 3 は「ざらざら」

と回答した素材の表面の例です．「つるつる，さらさ

ら」 とした素材の表面は凸凹の度合いが小さいかつ

細かく，「ざらざら」 とした素材の表面は凸凹の度

合いが大きいことがわかります．これからは表面形

状の高さや間隔情報などを数値化し，定量化してい
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くことで，布の表面の凸凹度合いとオノマトペの関

係性を可視化していきます． 
 

 
図2．「つるつる，さらさら」と回答した素材の表面形状 

 
図3．「ざらざら」と回答した素材の表面形状 

 
このデータベースは，実素材を用いて素材に対する

物理・知覚・オノマトペのデータを取得し，データ

ベース化することにより経験的妥当性のあるデータ

ベースになることを特徴とします．また，物理―知

覚―言語の関係性を解明することにより科学的知見

を提供する上，質感操作システムを構築することで

人による価値判断が重要なモノづくりの現場へ活用

できる枠組みを提供する点にも特色があります．こ

れからモノづくり側(製品開発者)と一般ユーザー(顧
客，製品使用者)，研究者が求めている質感情報をマ

イニング・提供し，新たな質感価値の創出につなが

ることを期待できます． 
 
「質感オノマトペマッププロジェクト」では，木，

紙，布を取り扱う専門家へのヒアリングを行い，各

50種類程度の素材の収集と質感を分類するオノマト

ペなどの言葉の調査を行いました．各素材の質感を

分類するオノマトペを用いて，木と紙，布のオノマ

トペマップを作成し，質感オノマトペプロジェクト

冊子としてまとめました． 

 
図 4．布のオノマトペマップ 

図 4 は布のオノマトペマップです．５０種類程度の

布と，その布に対応付けられたオノマトペが２次元

マップ上に分布しています．特に，「粗い－滑らか」，

「凸凹なー平らな」，「硬いーやわらかい」，「冷たい

ー温かい」，「乾いたー湿った」，「滑るー粘つく」の

６軸を重ねることにより，素材－知覚－オノマトペ

の関係が直感的に分かるようになります． 
 
画像の印象のオノマトペ表現と，画像を見た時に感

じる質感の関係を調査した研究では， Flickr 
Material Database (FMD) の画像を用いて，画像の

印象をオノマトペで表現する実験を行いました．ま

た，別の被験者に同一の画像を見せ，その質感を 14
の形容詞対をもとに評定する実験を行いました．収

集されたオノマトペは人が発音する際の発声器官の

運動を表す IPA 特徴 (IPA: International Phonetic 
Alphabet) に変換され，それぞれの質感との相関関

係を求めました．結果，「ざ」や「が」などの”有声

性”という特徴をもつ音を含むオノマトペが「粗い」，

｢つやのない｣という質感と結びつくことなどがわか

りました．IPA 特徴という物理的な特徴と質感知覚

の関係を示したことにより，今後の研究において，

異なる言語どうしを同一の尺度でもって比較するこ

とが可能になります． 
質感音象徴の普遍性を調査するため，フィンランド

とマレーシアで実験を行いました．実験では，日本

語オノマトペを 2 つ(例：ふわふわ，ごつごつ)聞いて

もらい，2 枚の画像(例：セーター，硬貨)を見て，ど

ちらの音の印象がどちらの画像の印象に近いかを答

えてもらいました．結果，柔らかい/硬い様子を表す

オノマトペと，滑らか/粗い様子を表すオノマトペに

対して，日本人の感覚と同様の応答(例：ふわふわ⇔

セーター，ごつごつ⇔硬貨)をすることがわかり，質

感の音象徴性がいくつかの言語話者の間で共通する

可能性を示しました． 
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